
こんにちは　皆野町議会です！

議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

平成25年 6月定例会
2013 年 8 月 1 日 発 行

第 6 号
埼玉県皆野町議会

不動滝 上空滝

6月定例会
「議会はここに注目！」
条例改正で運賃割引の対象を拡大

P.4町に聞きました

4名の議員が一般質問

み～な

P.2

表紙シリーズ

みなの 新 観光スポット

「クールスポット増殖中？」
埼玉のクールスポット50に選ばれ
た秩父華厳の滝。本家に比べると
少々ミニサイズながら、その分近く
で涼感を楽しめます。周辺整備でさ
らに歩きやすくなり、足を延ばせば、
新たに２つの滝も楽しめます。
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

６
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す

平成25年６月定例会（６/12）で審議された議案と結果
皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町営バス条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

平成 25 年度 皆野町一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

教育委員会委員の任命について（小笹昭二氏　大字上日野沢） 原 案 同 意

　

皆
野
町
議
会
第
２
回
定
例
会
は
６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
４
件
の
町
長
提
出
議

案
を
慎
重
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
（
審
議
結
果
は
上
表
の
と
お
り
で
す
）。
ま
た
、
町
政
に
対
す
る

一
般
質
問
で
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

 平成 25年　第２回（６月）定例会

　
　

今
議
会
の

条
例
改
正
に
よ

り
、
町
営
バ
ス

の
運
賃
割
引
の

対
象
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
野
町
で
は
、
こ
と
し

か
ら
「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
制
度
」

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
に
は
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
す
る
乗

り
物
の
助
成
制
度
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

議
会
で
は
皆
様
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
よ
り
充
実
し
た
制
度
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
賃
割
引
の
対
象
を
拡
大

町
営
バ
ス
条
例
の

一
部
を
改
正

障がい者・高齢者等に対する乗り物助成制度の概要

制 度 お出かけタクシー
（高齢者タクシー料金助成事業）

福祉タクシー
（福祉タクシー利用料金助成事業）

介護者等移送サービス
（福祉有償運送事業）

対　 象  者

皆野町に住所を有する70歳以上の方で、
以下のすべてに該当する方
　・自動車運転免許証を持たない方
　　　　　　　（二輪運転免許証を除く）
　・最寄りの駅・バス停からおおむね１㎞
　　離れた地区に住む方
　・町税、使用料などの滞納がない方

皆野町に住所を有する以下のいずれか
に該当する方
　・身体障害者手帳1級・2 級に
　　該当する方
　・療育手帳 Ａ  Ａに該当する方

　・身体障がい者
　・要介護認定者
　・要支援認定者
　・その他の障がいを有する者

対 象 地 区 議会だより 第 5号
2ページをご覧ください 町内全域

助 成 内 容
条 件

利用券を交付　町内のみで利用可
　・利用したタクシー運賃の半額相当を助成
　・利用券１枚の助成額は 500 円
　・対象地区ごとに町で定めた枚数（20
　　～100 枚）を交付
　・秩父観光タクシー、秩父丸通タクシー
　　を利用

利用券を交付
　・初乗り運賃相当額を助成
　・県内全域で利用可
　・年間 24 枚交付

距離制運賃と時間制運賃の合算額料金
●距離制運賃
　・初乗り走行５㎞まで150 円
　・以後 5㎞ごとに 200 円加算
●時間制運賃
　・初乗り運行 60 分まで 850 円
　・以後30 分ごとに425円加算
●福祉車両（回転シート車）利用

申 請 先
問い合わせ

健康福祉課福祉介護担当
ＴＥＬ62-1233

（社）皆野町シルバー人材センター　
ＴＥＬ62-4625　63-2120

※備考 要介護認定者のサービスは社会福祉協　
　議会（ＴＥＬ62-4615）でも行っています。

身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

※
付
添
者
１
名
も
対
象

療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

※
付
添
者
１
名
も
対
象

精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

条例改正で
新たに助成 これまでの助成対象
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議
ぎ か い う ん え い い い ん か い

会運営委員会ってな～に？

　

当
初
予
算
総
額
か
ら
７
３
２
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
41
億
６
７
９
８
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
教
育
費
寄
付
金
（
町
内
の
豊
田
様
よ
り
９
万
円
）
の
追
加

と
基
金
繰
入
金
か
ら
の
減
額
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
人
事
異
動
等
に
よ
る
人
件
費
の
補
正
、
風
疹
の

予
防
接
種
費
用
助
成
金
の
追
加
が
主
で
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
25
年
度
皆
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

「会議録」も
　　ご覧ください
本会議や委員会、その他議員の活

動について、簡潔にわかりやすく

編集したものが、この「議会だよ

り」です。これとは別に、本会議

の詳しい内容は「会議録」に載っ

ています。冊子は総合センターな

どに置いてありますが、インター

ネットでも読むことができます。

スマートフォンやタブレット端末

でも見られますので、ぜひご覧く

ださい。

み～な

皆野町ホームページ

皆 野 町 議 会

会　議　録

クリック

クリック

インターネットで
見られます

議会から
おしらせ

質
疑

風
疹
予
防
費
用
助
成
金 

は
、
何
人
分
を
確
保

し
て
い
る
の
で
す
か
。

答
弁
風
疹
単
独
ワ
ク
チ
ン
と
麻
疹
風
疹
混
合
ワ
ク

チ
ン
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
50
人
分
の
補
助
金
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

質
疑

教
育
費
に
関
連
し
「
文
化
芸
術
体
験
事
業 

」

の
検
討
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、具
体
的
な
内
容
は
。

答
弁
検
討
委
員
会
を
発
足
し
２
回
程
検
討
し
て
い

ま
す
。
音
楽
関
係
（
ピ
ア
ノ
演
奏
）
で
交
渉
中
で
す
。

質
疑

業
者
か
ら
の
見
積
も
り
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
指

摘
で
き
る
資
格
を
持
っ
た
、
例
え
ば
建
築
士
、
土

木
士
な
ど
の
専
門
職
員 

の
養
成
や
採
用
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁
質
問
者
の
言
わ
れ
る
と
お
り
の
部
分
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
疑

町
の
正
規
職
員
数
は
89
人
で
「
定
員
管
理
適

正
化
計
画
」
に
比
べ
て
７
人
も
少
な
く
、
ま
た
平
成

26
年
度
末
に
は
幹
部
職
員
含
め
６
名
の
定
年
退
職
者

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
新
規
採
用 

は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁
平
成
26
年
度
の
新
規
採
用
は
若
干
名
（
１
人

以
上
５
人
以
内
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議会は多数の議員で構成されています。
この議会を円滑に、しかも効率的に運営するための委員会が「議会運営委員会」です。

次の項目について、調査・審査を行っています。
　①議会の運営に関する事項
　②議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項
　③議長の諮問に関する事項

委員長１名、副委員長１名、委員４名の計６名です。

委員長の許可を得た上で、傍聴することができます。

クリック

議会運営委員会の権限は？

何名の構成ですか？

傍聴はできますか？
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６
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

皆
野
町
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

皆
野
町
総
合
振
興
計
画
の
中

で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、「
昭
和
55
年
に
建
設
さ
れ
施
設

の
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
・
設
備
の

充
実
、
ウ
ェ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
か
ら
ド

ラ
イ
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
」
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施

設
の
改
築
・
改
修
の
考
え
は
あ
る
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
改
修

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
心

配
さ
れ
る
箇
所
を
修
理
・
修
繕
し
て

き
た
。
当
面
は
従
来
ど
お
り
早
め
に

修
繕
を
行
い
、
具
体
的
な
建
て
替
え

は
考
え
て
い
な
い
。
ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
は
建
て
替
え
時
期
に
合

わ
せ
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

深
谷
市
の
自
校
方
式
給
食
は
、

子
ど
も
に
は
お
金
を
か
け
る

と
い
う
姿
勢
で
す
。
当
町
の
先
生
も

将
来
を
担
う
子
ど
も
に
は
よ
り
よ
い

給
食
を
望
ん
で
い
る
。
食
の
大
切
さ

を
教
え
、
生
き
る
力
を
つ
け
さ
せ
た

い
。
こ
の
点
か
ら
自
校
方
式
が
一
番
。

当
町
で
も
自
校
方
式
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

皆
野
町
の
児
童
の
減
少
、
将

来
を
見
て
も
、
増
え
て
い
く

こ
と
は
見
込
め
な
い
。
セ
ン
タ
ー
方

式
で
や
っ
て
い
く
。

食
品
添
加
物
、
放
射
能
汚
染

な
ど
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

地
産
地
消
を
進
め
、
安
全
な
も
の
を

子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。

皆
野
産
野
菜
な
ど
の
利
用
を
学
校
・

町
・
農
協
と
協
力
を
密
に
し
て
進
め

て
ほ
し
い
。

農
家
の
方
々
に
も
よ
り
一
層

生
産
量
を
増
や
し
て
い
た
だ

き
、
可
能
な
限
り
皆
野
産
の
も
の
を

使
用
し
て
い
き
た
い
。

「
道
の
駅
み
な
の
」
の
発
展
に
向
け
て

小
杉
修
一 

議
員
が
問
う

今
夏
の
秩
父
音
頭
祭
り
は
第

45
回
と
い
う
こ
と
で
、
本
年

度
予
算
に
お
い
て
助
成
金
が
50
万
円

増
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
増
額

分
の
使
途
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。　

助
成
金
の
増
額
分
に
つ
い
て

は
、
ス
タ
ッ
フ
用
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
新
調
す
る
の
と
、
主
に
会
場
で
配

布
す
る
う
ち
わ
を
３
０
０
０
枚
か
ら

５
０
０
０
枚
に
増
や
し
た
い
の
で
、

そ
の
費
用
で
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
つ
い
て
は
、せ
っ

か
く
で
す
か
ら
斬
新
な
も
の

を
期
待
し
ま
す
。
一
方
、
盛
大
に
挙

行
さ
れ
大

勢
の
方
が

来
場
し
た

と
き
に
、

う
ち
わ
が

品
不
足

で
も
ら
え

な
い
人
が

出
る
と
気

の
毒
な
の

で
、
特
別
席
の
接
待
等
を
見
直
す
な

ど
し
て
、
う
ち
わ
を
６
０
０
０
枚
に

増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。
例
年
の
来

場
者
数
は
町
の
人
口
を
超
え
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。

実
行
委
員
会
に
そ
の
旨
伝
え

て
、
検
討
し
て
も
ら
い
ま
す
。

先
般
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
「
道
の
駅
み
な
の
」
が

た
い
へ
ん
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
が
、

反
面
で
駐
車
場
の
不
足
、
ト
イ
レ
の

不
足
・
故
障
、
観
光
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
欠
品
等
で
混
乱
が
生
じ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
に
向
け

て
の
対
策
は
い
か
が
で
す
か
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
と
は
時
々
話
し
合
い
を
し
て
い

る
の
で
す
か
。

駐
車
場
の
拡
張
は
地
形
的
に

困
難
で
あ
り
、
ト
イ
レ
数
不

足
は
改
善
へ
の
対
応
を
Ｊ
Ａ
秩
父
に

要
請
し
ま
す
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

不
足
は
補
充
等
の
迅
速
な
対
応
を
し
、

道
の
駅
の
運
営
等
の
対
策
は
、
随
時

Ｊ
Ａ
秩
父
と
協
議
し
ま
す
。
ま
た
、

直
近
の
話
し
合
い
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

常
山
知
子 

議
員
が
問
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す

一般質問の内容をすべて文字にすると、Ａ４サイズの用紙で20～ 30ページのボリューム。そのため議会だよりでは議員本人が要約
執筆したものを載せています。全文は総合センターなどに設置されている会議録のほか、町ホームページ（議会欄）でも閲覧できます。

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具
ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

せさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく
めて町

まち
執
しっこうがわ
行側 に考

かんが
えを聞

き
くものです。本

ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて

聞
き
きます」ということを記

しる
した「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらかじめ提

ていしゅつ
出しておきます。なお、議

ぎいん
員１
ひとり
人あたりの  持

も
ち時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。

楽しい給食の時間
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町に聞きました「 一 般 質 問 」

前
議
会
で
中
心
市
街
地
の
県

道
の
事
故
が
な
い
旨
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
過
去
10
年
間
の
事
故

歴
は
な
い
の
か
。
県
道
で
は
あ
る
が
、

町
と
し
て
で
き
る
安
全
対
策
の
工
夫

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
通
学
路
24
の

危
険
箇
所
の
対
策
は
ど
う
な
っ
た
か
。

警
察
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、

記
録
は
な
い
と
の
こ
と
だ
。

町
内
道
路
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
広
報
等
、
機
会
を
と
ら
え
て

啓
発
啓
蒙
に
努
め
て
い
く
。
通
学
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

に
９
ヵ
所
、
今
年
度
に
５
ヵ
所
の
対

策
予
定
だ
。
大
き
な
工
事
の
必
要
な

箇
所
も
あ
り
、
す
べ
て
を
処
置
す
る

の
は
大
変
な
た
め
、
引
き
続
き
県
等

へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

町
バ
ス
の
廃
止
に
つ
い
て

今
年
の
ポ
ピ
ー
祭
り
は
天
候

に
恵
ま
れ
、
盛
会
で
、
町
バ

ス
も
例
年
以
上
に
利
用
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
こ
の
バ
ス
は
定
員
30
名
と
中

途
半
端
で
、
荷
室
も
な
い
。
使
用
条

件
が
厳
し

い
た
め
、

町
民
が
利

用
し
に
く

い
。
他
町

で
は
こ
の

種
の
バ
ス

は
だ
い
ぶ

以
前
に
廃

止
、
売
却
し
て
い
る
。
ポ
ピ
ー
祭
り

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
町
内
に
３
社

あ
る
バ
ス
会
社
等
に
任
せ
れ
ば
、
経

済
効
果
に
よ
り
、
町
内
の
活
性
化
に

も
期
待
で
き
る
。
当
町
で
も
経
費
節

減
だ
け
で
な
く
、
町
内
経
済
の
活
性

化
の
面
か
ら
も
、
こ
の
際
、
廃
止
し

て
は
ど
う
か
。

町
バ
ス
は
議
会
の
用
務
、
町

の
各
種
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
機
能
的
に

も
問
題
は
な
い
の
で
当
面
運
行
し
て

い
く
考
え
で
す
。

　

今
後
、
車
体
の
状
態
、
エ
ン
ジ
ン

の
具
合
を
見
据
え
な
が
ら
、
廃
車
や

民
間
委
託
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

林　

豊 

議
員
が
問
う

中
心
道
路
の
安
全
に
つ
い
て

「
道
の
駅
み
な
の
」
に
つ
い
て

内
海
勝
男 

議
員
が
問
う

「
既
存
設
備
」の
活
用
を
図
り
、

昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
道
の
駅
み
な
の
」。
こ
の
間
、
い
く

つ
か
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
そ

の
目
的
に
沿
っ
て
順
調
に
推
移
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
「
直
売
所
」
の
４
月
・
５
月
の
利
用

客
だ
け
で
も
前
年
に
比
べ
８
２
０
０

人
以
上
の
増
加
が
あ
り
、
多
い
日
に

は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
利
用
客
数

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
ポ
ピ
ー
祭
り
」
や
「
美
の

山
ハ
イ
キ
ン
グ
」
等
々
へ
の
波
及
効

果
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

①
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
る
「
道
の

駅
み
な
の
」
を
拠
点
に
し
た
観
光

行
政
の
充
実
に
つ
い
て
。

②
「
予
期
で
き
な
い
」
利
用
者
の
増

大
に
よ
っ
て
、
ト
イ
レ
の
「
処
理

能
力
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

①
今
後
も
町
の
観
光
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
、
農
産
物
・

特
産
品
・
加
工
品
・
土
産
品
の
販
売

拠
点
と
し
て
、
農
業
・
商
業
・
観
光

の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

②
女
子
ト
イ
レ
の
増
設
、
浄
化
槽

の
機
能
強
化
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ

り
、
そ
の
状
況
内
容
に
よ
り
、
あ
る

程
度
の
支
援
を
考
え
た
い
。

多くの利用客が訪れる「道の駅みなの」

議会での利用が一番多い

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具
ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

せさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく
めて町

まち
執
しっこうがわ
行側 に考

かんが
えを聞

き
くものです。本

ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて

聞
き
きます」ということを記

しる
した「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらかじめ提

ていしゅつ
出しておきます。なお、議

ぎいん
員１
ひとり
人あたりの  持

も
ち時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。



こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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今年の「梅雨入り」は平年より10日ほど早かった。そし
て気象庁は７月６日、関東甲信地方が梅雨明けしたとみら
れると発表、平年より15日早い「梅雨明け」。炎暑も「前
倒し」になるのか？　熱中症に注意したい。いずれにして
も、本号を皆さんにお届けする頃には、「猛暑期」を迎え、
憲法改「正」等を争点とする参院選も終わっている。電力
需用の「ピーク時」を迎えた今夏、「原発」に頼らず、特
段の「節電」対策を講じなくとも足りうる「電力供給」体制。
にも関わらず「原発」再稼働の申請。国民の「いのち・健康・
古里・平和」が奪われる政治であってはならない。（Ｋ・Ｕ）

　委員長 内海勝男　副委員長 新井康夫
　委　員 林　 豊・大野喜明・新井達男・常山知子

議会だより編集委員会  「私たちが編集しています！」

ご意見
募集します！

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791

編集後記

平
成
25
年
６
月
定
例
会

2013
年
８
月
1日
発
行

第
６
号

町民の皆様より、議会
だよりに関するご意見
を募集いたします。

発行：埼玉県皆野町議会
編集：議会だより編集委員会
TEL 0494-62-1467　Fax 0494-62-2791
gikai@town.minano.saitama.jp
〒 369-1492　埼玉県秩父郡皆野町大字皆野 1420-1

次の議会は
９月中旬頃に
　開催の予定です。 み～な

FAX

メール

傍聴、お待ちしています

　６月４日に昨年度の町内工事執行状況を中心
に建設、産業観光の両課長・職員とともに現地
視察を行った。
　まず、通学路の安全対策のひとつであるグリー
ンベルトは、町道皆野１号線に引かれてあり、
視覚的効果は大きいと感じる。実際、車の速度
は落ちているようだ。ほかの場所にも積極的に

取り入れるべ
きだろう。
　予定されて
いた工事は問
題なく執行さ
れており、町
道国神１号線
は、特によく

できていると感じた。
　落札業者の倒産により止まっていた日野沢71
号線も、視察時には後を受けた業者が工事を引
き継いでいた。
　多くの生活道の工事が地元区長からの要望に
よるとのことであったが、工事区間の一部が未
買収というものが散見される点はなぜだろうか。
そこに生活する住民にとって、道が広くなるこ

とが必ずしもよいこととは限らない。自分の敷
地が狭くなっては住みにくい場合もある。そう
いう点も考慮して道の計画は立てるべきではな
いだろうか。時間がかかっても事前の話し合い
が必要不可欠である。工事を始める前に、もっ
と住民の声を聞くべきだろう。
　最後に、直接町とは関係ないが、代執行の始
まった金沢の崩落事故現場を近くを通る際に県
道から眺めた。責任は許可を出した県にあると
はいえ、事故以前に地元住民からのいろいろな
声があったとのこと。町はそれを伝えていたよ
うだが、もう少し真摯な対応があったらと思う
と残念だ。（ 　報告…林　豊）
　

産業建設常任委員会視察報告
　町内の工事執行状況を
　　　　　　　見てきました

グリーンベルト→




